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し、well-beingの心理的な要因について強調したものが Dinner（1984）の subjective well-being（以
下、SWBとする）であり、心理学分野でのネガティブ感情への過剰な傾倒への反応として発







































はなく、Dodge et al. （2012）が well-beingについて、「蓄積された個人の能力と直面する挑戦と

























































































　ドイツ日本研究所の “Parental Well-being: Japan and Germany in Comparison”によれば（4）、ドイ
ツと日本における親の well-beingの諸相と構造を明らかにすることを目的とした質問紙調査が



































　次に、親であることが親の well-beingに与える影響を検討した Nelson et al. （2014）の理論に
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